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数，好酸球数，尿ワロピリノーゲンを駆虫前，及び駆
虫後 5週迄  1週毎lこ検査し，又 BSPを駆虫前，及
ぴ駆虫後 5週目 IL，便潜血反応を駆虫前，及び駆虫
後 1週自に施行した。鈎虫症患者は高令者に多く，
又男、 56.0%，女 44.1% IL貧血者を認め，主訴は，胃
不快感，息切れ，肱震が主なものである。貧血の回
復は造血剤使用群には著明であるが，使用しないも
のには著明でない。叉尿ウロピリノーゲン異常陽性
者は 44.9%で駆虫後は，その 3.8% IL:減少し，叉使
潜血反応は 60.2%に認め，駆虫後はその  87.1%が
陰性化した。
又 BSPは全体の 14.3%I乙異常を認め，駆虫後は
全て異常を認めなかった。叉尿ウロピリノーゲン陽
性は貧血高度のものに多い。叉好酸球は平均 12.8%
を示し，駆虫後 4週自に正常lと復した。叉白血球数も
駆虫後次錆lヒ減少し?こ。治療せぬ場合は貧血が比較
的長期間続き，叉貧血児は出血が相当関係があるこ
と，更に鈎虫症には軽度の肝障害も認められること
‘等を結論した。 
5. 急性腎炎の統計的観察
石塚正治，片山一郎
大久保哲夫，近藤 武
(上都賀病院)
昭和 31年より 34年迄の急性腎炎入院患者 104例
につき観察し，以下の知見を得た。 
1.春秋， 20才以下に多発し， 10才以下では女児
多かった。
2. 15才以下の 87%に先行疾患を認め，その疾患
の約 56%は感冒を中心とする上気道感染次で膿皮
症であり，該疾患後多くは 2週以内に腎炎を発症す
る。叉第  1次，第  2次の先行疾患を有する  9例あ
り，第 1次と第 2次の間隔は 2週以内，第 2次後腎
炎発症迄の間隔は殆どの例が 1週以内であった。 
3.小児腹痛の際は腎炎をも疑うべきである。 
4.約 70%は治癒及び略治， 5%前後が慢性化し
腎炎発症後入院迄短期の例程予後可良，又  10才以
下は 1才以上に比し比較的予後不良，入院時高度
蛋白尿，高度腎機能障害ある例，脈圧  40以下の例
は予後比較的悪き事を認めた。 
6. 急性薬物中毒の臨状的観察
安井成美，渡辺国太郎
(国立千葉病院)
催眠剤  90例，猫いらず  4例， 重クロム酸加里，
塩酸，硝酸，苛性曹達， 昇末各  1例，計  99例の急、
性薬物中毒を経験し，各種検査を施行し以下の結論
を得た。
催眠剤中毒:各種肝機能検査に依り肝の分泌及び
排世機能，蛋白代謝機能障害を認め，軽度ながら調
漫性の肝実質障害が高率に惹起せられる事を臨床的
に証明した。叉心電図に於いて  ST降下， P~Q 
時間延長を認めたが，いづれも一過性変化と認めら
れる。叉髄液圧上昇は主として循環障害に依るもの
と思われる。
燐中毒では主として肝障害を，重クロム酸加里及
び昇末中毒では著明な腎障害を認め，腐蝕毒中毒で
は酸よりアルカリに後遺症の大なる事を知った。
7. 某工場に於けるパラニトロクロールベンゾー
ル中毒の臨康的観察
秋田 茂(社会保険船橋病院)
某工場従業員の多数民パラニトロクロールベンゾ
ールに依ると思われる中毒性貧血を認め，以下の如
く，主として血液学的観察を行った。
慢性中毒を示す十数例で未梢血液像は，網赤血球
著増，白血球数多数例増加を伴う中等度貧血を示す
が，ハインツ小体は認められなかった。亦，食塩水
抵抗柏
ピンの増加が見られ7たこ。骨髄は増殖像を呈し，特iζ
多染性赤芽球並び l乙幼若頼粒球系 l乙著しt'o肝機能
検査では，一部lζ軽度の障害を認め，肝生検でも若
干の変化を認めた。 
尚，血清蛋白分屑の右方移動，一日の赤血球及び
血色素生産量並びに崩壊量の著増と，尿ウロピリノ
ーゲン，コプロポルフィリン陽性等を認めた。
以上，溶血性貧血像を主とした工業中毒lζ就て検
討し，今後の治療，対策l乙種々の示唆を受けた事を
報告する。 
8. 炎症性疾患に於ける血清ムコ蛋自の変動につ
いて(第 1報)
一井 正(社会保険船橋病院)
結核症その他の急性及び慢性感染症，腎疾患，肝
疾患等炎症性疾患に就いて，血清ムコ蛋白糖質，蛋
白結合総糖質， i慮紙電気泳動法による血清蛋白結合
糖質分劃を測定し，血沈値，白血球数，血清蛋自分
劃，血撲鉄値，血奨銅値と比較検討した。
血清ムコ蛋白量は，急J性炎症，活動性結核症では
著明に増加し，慢性及び非活動性結核では正常に近
